
用途分野

• 核酸（RNA等）合成
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新技術の概要
長鎖核酸合成に使用するための

新規なホスホロアミダイトユニットを提供
・医薬（又は医薬品）として作用する30量体以下の短いRNA（アンチセンス分
子／siRNA）は、工業的に大量合成が可能である。一方、Covid-19などの感
染症ワクチンとして注目されている、特定のタンパク質を発現することがで
きるmRNAなどは、160塩基以上と鎖長が長いため、効率よく化学合成でき
る手法はない。

・本発明は、ホスホロアミダイト法に基づく核酸の化学合成に使用するための、
２’位がビニル基で保護されたヌクレオシド－Ｏ－ホスホロアミダイト誘導体、
及び該誘導体を用いることを含む長鎖核酸を合成する方法により、高純度か
つ低コストのRNA合成を可能にした

• 長鎖核酸（好ましくはＲＮＡ）を高収
率で得ることができる
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